
平成２４年就業構造基本調査結果
企画部 統計課

総務省は，平成 年 月 日に実施された平成 年就業構造基本調査について，24 10 1 24
平成 年 月 日（ 時 分）に全国の結果の概要を公表しました。25 7 12 14 30
本県については次のとおりです。

15歳以上人口の就業状態１
有業者は減少，無業者は増加している。○

24 10 1 15 145 8 80 9・ 平成 年 月 日現在の 歳以上人口 万 千人 のうち 有業者は 万（ ） ，
千人，無業者は 万 千人。64 9

・ 平成 年と比べ有業者は 万 千人（ ％）の減少，無業者は 千人（ ％）19 3 1 3.7 3 0.4
の増加。

有業者数及び有業率の推移２
有業率は低下している。○

・ 歳以上人口に占める有業者の割合（有業率）は ％。15 55.5
・ 平成 年と比べ ポイント低下。19 1.0

男女，年齢階級別の有業率３
男性は低下，女性は上昇している。○

・ 平成 年と比べ男性は「 ～ 歳」で ポイント 「 ～ 歳」で ポイン19 20 24 5.4 25 29 6.4，
ト低下。

・ 平成 年と比べ女性は「 ～ 歳」で ポイント 「 ～ 歳」で ポイン19 25 29 6.1 30 34 5.3，
ト 「 ～ 歳」で ポイント上昇。， 35 39 6.9

非正規の職員・従業員割合の推移４
男女とも上昇が続いている。○

・ 雇用者（役員を除く）に占める「パート」や「アルバイト」などの非正規の職員・
従業員の割合の推移は，平成 年の ％から平成 年の ％まで上昇。4 22.1 24 40.0

・ 男性は ％まで上昇，女性は ％まで上昇し，雇用者（役員を除く）の４割22.6 57.7
が非正規の職員・従業員。

その他の集計事項５
， ， （ ， ） 。産業別有業者数 雇用形態別雇用者数 就業異動 転職就業者数 産業間異動 など

調査結果の詳細６
「平成 年就業構造基本調査結果～鹿児島県の概要～」として，後日県のホームペー24
ジに掲載。

〈公表結果〉
総務省統計局のホームページ【 】で閲覧できます。http://www.e-stat.go.jp/
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（千人，％，ﾎﾟｲﾝﾄ）

就業状態　 １５歳以上
　　男女 人口 有業者 無業者

平成24年 1,457.5 808.5 649.0 55.5
平成19年 1,485.4 839.3 646.1 56.5
平成24年 669.9 435.5 234.4 65.0
平成19年 681.1 460.8 220.3 67.7
平成24年 787.6 373.0 414.6 47.4
平成19年 804.3 378.5 425.8 47.1
実　数 △ 27.9 △ 30.8 2.9  - 
増減率 △ 1.9 △ 3.7 0.4 △ 1.0
実　数 △ 11.2 △ 25.3 14.1  - 
増減率 △ 1.6 △ 5.5 6.4 △ 2.7
実　数 △ 16.7 △ 5.5 △ 11.2  - 
増減率 △ 2.1 △ 1.5 △ 2.6 0.3

注）表中の「有業率」欄の「増減率」の項は，平成24年と平成19年のポイント差を記載。
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平成 年就業構造基本調査 鹿児島県の結果図表24

１ 15歳以上人口の就業状態

２ 有業者数及び有業率の推移

３ 男女，年齢階級別の有業率

４ 非正規の職員・従業員割合の推移

※ 表 章 単 位 未 満 の 位 で 四 捨 五 入 し て い る 。

※ 増 減 率 ， 割 合 等 は 表 章 単 位 の 数 値 か ら 算 出 し て い る 。

（％，ﾎﾟｲﾝﾄ）

男女

年齢 平成24年 平成19年 増減 平成24年 平成19年 増減

総数 65.0 67.7 △ 2.7 47.4 47.1 0.3

15～19歳 11.2 13.3 △ 2.1 8.6 14.4 △ 5.8

20～24歳 65.8 71.2 △ 5.4 69.1 70.7 △ 1.6

25～29歳 85.9 92.3 △ 6.4 75.9 69.8 6.1

30～34歳 91.0 91.8 △ 0.8 72.1 66.8 5.3

35～39歳 90.0 94.0 △ 4.0 71.6 64.7 6.9

40～44歳 92.5 95.4 △ 2.9 75.3 74.4 0.9

45～49歳 90.3 91.3 △ 1.0 78.7 75.2 3.5

50～54歳 90.5 90.0 0.5 74.6 74.3 0.3

55～59歳 86.8 85.1 1.7 70.0 65.0 5.0

60～64歳 72.5 68.6 3.9 51.2 47.7 3.5

65～69歳 46.5 49.7 △ 3.2 31.3 33.2 △ 1.9

70～74歳 33.8 34.6 △ 0.8 22.2 20.1 2.1

75歳以上 17.7 21.0 △ 3.3 5.9 6.7 △ 0.8

（再掲）
15～64歳

78.7 80.0 △ 1.3 65.1 63.0 2.1

注）表中の「増減」欄は，平成24年と平成19年のポイント差を記載。

男 女



３　男女，年齢階級別の有業率

年齢 平成19年 増減 年齢 平成19年 増減

70～74歳 34.5 △0.7 70～74歳 34.6 △0.8

４　非正規の職員・従業員割合の推移

　※　平成25年7月12日公表の資料について訂正しました。

非正規就業者 非正規の職員・従業員

　【正誤表】
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